Lesson 5 Part 1　助動詞　Exercise　― 解答・解説シート ―
[３]
例：
解説 このmayは「〜してよい」という意味です。
1）They don't have to finish the job today.
解説 「〜する必要はない」は、〈don't have to＋動詞〉で表します。〈must not＋動詞〉は、「〜してはならない」という意味になるので注意しましょう。
2）You should take your umbrella with you.
解説 「〜したほうがよい、〜すべきだ」は、shouldで表します。
3）Your idea may[might] be right.
解説 「〜するかもしれない」は、mayやmightで表します。



[４]
例1
解説 must 〜は「〜にちがいない」という意味です。be angry with 〜は「〜に腹をたてている」という意味です。
訳例 私の母は私に腹をたてているに違いありません。
例２
解説 mayは「〜かもしれない」という意味です。天気を表す場合には、itを主語にします。
[１]
1）②
解説 前後の文脈に合う「〜できる」という意味を表す助動詞canを使います。
訳例 私の父は多くの国を旅行したことがあります。だから、異なる12のことばであいさつができます。
2）①
解説 前後の文脈に合う「〜すべきだ」という意味を表す助動詞shouldを使います。
訳例 私たちの飛行機は５時に出発します。だから、３時までには空港にいるべきです。
3）②
解説 前後の文脈に合う「〜するかもしれない」という意味を表す助動詞mayを使います。
訳例 とても寒いので、今夜は雨が降るかもしれません。

[２]
例
解説 このcanは「〜できる」という意味です。
1）You may sit down.
解説 この文でのmayは「〜してよい」という意味です。
訳例 座ってもいいですよ。
2）Greg must be tired.
解説 このmustは「〜にちがいない」という意味です。この意味のmustの後ろには、多くの場合、be動詞が置かれます。
訳例 グレッグは疲れているにちがいありません。
3）A driver should wear a seat belt.
解説 この文でのshouldは「〜すべきだ」という意味です。「シートベルトをする」はwear a seat beltで表します。
訳例 運転手はシートベルトをするべきです。
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